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ダウン症児の内面の発達に関する研究
一連絡帳の分析を通して一

今 野 和 夫

AStudyontheDevelopmentofMindinaChild
withDown'sSyndromethroughtheAnalysisof

CommunicationNotebookbetweenMotherandTeacher

KazuoKoNNO

Thepurposeofthisstudywastoinvestigatethedevelopmentofmindinaretardated

child.

ThesubjectwasaboywithDown'ssyndrome.Heisenrolledatanormalelementary

school.Hismotherhaswrittenhisutterancesintocommunicationnotebookbetweenmother

andteacheralmosteveryday.Thoseutterancesduringfouryearsfrom entranceintoa

schoolwereanalysed.

Icouldfoundself-control,independence,self-Cognition,planning,other-control,other-

Cognition,andfeelingasdomainofmindinthesubject.Thedevelopmentalprocessofeach

domainduringfouryearswascon丘rmed.

Ⅰ.は じめ に

人間には内面 (心) というものがあり,それ

は人間の行動 (たとえば発話,コミュニケーシ

ョン,学習,遊び行為)を根底で支えている｡

内面は複雑多様なものであるが,それには例え

ば自己統制 (がまんしたり,逆にがんばったり

して自分の行動を意識的にコントロールしよう

とする心), 自立(人からの援助を拒み自力で行

動しようとする心),自己認識(自分についての

理解),価値観 といった領域が含まれよう｡また,

感情も,内面の欠かせない領域であろう｡

別府 (1993)1)は,ある自閉症幼児における,

一人では楽 しめるのに仲間が入るとプールから

出てプールサイ ドをうろうろする行動につい

て,｢-したいけどできない,できないけど-し

たい｣という ｢-･したい｣意欲を伴った前向き

の心の揺れ (葛藤)の育ちによるものと捉える

などして, 自閉症児の行動の奥底にある内面を

見つめることの大切 さを指摘 している｡清水

(1994)2)は,自由遊びや共同製作 といった生活

場面での言葉を分析することにより,聴覚障害

幼児における自発性,共感性,協調性,自律性

といった心の育ちを捉えることを試みている｡

Kemanら (1989)3)は,｢なん とかして自尊心を

守 りたい｣ という気持ち (つまり自己感情の育

ち)が, 自分の得意な話題に会話を無理にもっ

ていく,当面の話題に関係のない話をいきなり

するといった,健常者に不快や戸惑いをもたら

すようなコミュニケーション行動を精神遅滞者に

多くもたらしてしまっている,と指摘 している｡

こうして,障害児の行動について,子どもの

内面のありようや発達 との関連で捉えようとす

る研究や,その行動から内面の発達を探ろうと

する研究が見受けられるが,その数はまだきわ

めて少ない｡障害児の内面についての研究は非

常に遅れているのである｡ちなみに,健常児の

場合 も同様のことが言える｡

そして,精神遅滞児の内面との関連で,例えば以
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下のような課題の究明がほとんどなされていない｡

･精神遅滞児の内面について,就学前期,児童

期,青年期,成人期,老年期 といった人生の各

時期に,どのような発達の様相が認められるの

であろうか｡またその個人差はいかほどのもの

であろうか｡

･精神遅滞児の内面の発達には,種々の要因,

例えば統合保育 (教育),施設生活経験の有無,

親の接し方,地域的活動 (おもちゃ図書館や青

年教室など)-の参加,就労,身体的変化など

が,それぞれ,あるいは関連しあって,どの士

うに影響 しているのであろうか｡

･精神遅滞児において,その内面の諸側面は,

相互にどのように関連しあっているのであろう

か｡例えば,近年 ｢自己決定｣する権利を障害

児から奪わないようにとの指摘が各所で強 くな

されているが,この自己決定しようとする気持

ちの育ちは,他者についての認識や,やさしさ,

思いや りといった心情の育ち,価値観 といった

側面にどう影響するのであろうかOちなみに,

このような点を考慮に入れずにただ ｢自己決定

権｣の重要さを主張するだけでは,欧米の流行

の理念を単に受け売 りしているに過ぎないであ

ろう｡

･精神遅滞児において,内面の状態や育ちは,

日常生活の中での種々の行動やそれに関する問

題に,どれほど,そしてどのように影響 してい

るのであろうか.自尊心 とコミュニケーション行

動の関連についてのKernanらの指摘を先に挙

げたが,このような内面の育ちと行動 との関連

についての研究 ･分析は,精神遅滞児から安心

してつき合える親しい存在 として受け入れられ

るよう配慮しつつ,生活の中のできるだけ多く

の場面に立ち合いながら,行われるべきである｡

･内面を重視 した社会的サポー ト,指導,およ

び教育の在 り方について｡

例えば今 日,｢余暇の充実｣,｢社会参加の促進｣

といった目的の下に,行政機関やボランティア,

養護学校などの種々の団体が主催 して青年学級

が実施されているが,参加する精神遅滞児の心

の発達 ･形成-の深い配慮は,青年学級の在 り

方を考える上で欠かせないものと言えよう｡

また,通園施設や学校などの種々の教育機関

においてコミュニケーションの指導を行 う際

に,コミュニケーションやその問題 (例えば,

自分からや りとりを先導できない｡話題をす ぐ

変えてしまう)に内面の状態や発達が関与しう

ることがどれほど考慮され,またその考慮がど

のように指導に生かされているのであろうか｡

自発力 (initiation)を高める,特定の話題で多

くのや りとり (turntaking)ができるようにす

るといったスキル面での指導に,偏 り過ぎては

いないだろうか｡

さらに,性教育なども,精神遅滞児のそれま

での内面の発達 といったものを十分に把握しな

いままに実施しているのではないだろうか｡ま

た,内面の発達の援助に結びつけずになされて

はいないだろうか｡

ところで筆者は,1984年 3月に,生後 4ケ月

のダウン症の男児 (以下 D君と記す)と出会っ

た｡現在小学 5年生のD君は,就学前の3年間

の幼稚園生活を健常児とともに過ごし,小学校

も一年生の時から普通学校の普通学級に在籍し

てきており,特殊学級での教育経験はない｡筆

者 とD君およびその家族 との関わ りは現在ま

で続けられているが,母親から最近,小学校入

学以降の各学年時に学級担任 と交わされた連絡

帳を貸 していただいた｡母親は,新 しい学年が

始まるたびに,連絡帳を自分の日記のごとく使

わせてもらう旨の了解を担任に得たうえで,莱

でのD君や家族の生活の様子,母親自身の様々

な思い (悩み,不安,D君の成長に対する喜び

や驚き,など),D君の地域での生活の様子(登

下校,友との遊び,絵の教室,よその家を訪れ

たときなどの様子)を,D君がその都度発した

言葉 も可能な限 りそのままの形で紹介 しなが

ら,実にこまやかにほぼ毎 日書き留めてきてい

る｡このような連絡帳に対する一年時から四年

時までのクラス担任の対応は各様であるが,ど

の学年の担任にとっても,D君とその家族のこ

とを広 く深 く理解するのに連絡帳が大いに役立

っていたと思われる｡

本研究では,小学校の普通学級に在籍するダ

ウン症の男児を事例 として,これまで特定領域
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との関連でのみ,あるいは健常児との比較にお

いて横断的にしか,明らかにされることのなか

った精神遅滞児の内面について,連絡帳の中に

記された彼の言葉 を主たる手がか りに可能な限

り包括的,かつ縦断的な発達把握を試みること

さ であるOすなわち,小学一年生から四年生まで

の四年間に,一人のダウン症児の内面にどのよ

うな内容,およびその変化が認められるのか,

明らかにしたい｡このことは,先に挙げた精神

遅滞児の内面に関連する諸課題 を明らかにする

一歩としても意義あるものと思われる｡

ⅠⅠ.対象児 (D君)について

1983年 (昭和 58年)の 8月22日に2,500グ

ラムで生まれ(正常分娩), トリソミー型のダウ

ン症をもつ｡一歳ころまでは消化不良や肺炎が

再発するが,その後は比較的元気に育っている｡

心臓に軽い疾患が認められているが,手術 を要

するほどではなく,健康 を配慮 して日ごろの運

動量を押さえるとい うようなことは していな

いOダウン症による筋肉の低緊張が関係 してい

るのか,小学校入学後 も何かに夢中になってい

たり,歯の治療などで精神的に緊張 した りする

場面で大便 をもらしてしまうことがあった (小

学四年生ころまで)｡

第二子であt),家族は他に5歳上の兄 と両親｡

父親の仕事の都合で,出生地の秋田市からまず

福島市-(1986年 8月,3歳),そして仙台市-

と (1988年,4歳 7ケ月時)転居,さらに仙台

市内において一度転校 (1993年に 4年生に上が

るとき) している｡母親は,D君の発達 と幸せ

にとって,幼児期から地域の中で障害のない友

達 と豊富な関わ りを持ち続けることが望ましい

と考え,小学校入学前の 3年間の幼稚園も,小

学校入学後 (現在 5年生) ち,健常児とともに

普通 クラスの中で生活させている｡小学校に入

学した5月,親は自宅を週一回開放 して子ども

図書館 (大ちゃん文庫)を開催 し,D君の友達

や近所の人たち (障害児とその親を含む)が気

軽に, しか も楽 しみにして訪れられるような雰

囲気作 りに配慮 している｡D君の絵本やお話 し

に対する興味や認識は,同じ年齢の一般の健常

児を越えてお り, 自分からみんなにお話 しを聞

かせ ること (ス トー リー ･テ リング) も時にあ

る｡養護学校などに入れば関わる機会が遠のい

てしまいがちな町内子ども会の活動 (例えばソ

フ トボールチーム)にも,積極的に参加 してき

ている｡

筆者は,生後 4カ月から2歳 6ケ月まで,ほ

ぼ毎月一回,大学や D君の家で発達検査 (新版

K式発達検査)と親子遊び (特に初期のごっこ

遊び)の観察4)を実施 し,それに基づ く話 し合い

を母親 と行った｡話の内容 として特に強調され

たのは,D君の発達 ･人格形成 ･豊かな生活に

とっての,そしてD君の発達 を理解する手がか

りとしての,ごっこ遊びの大切 さである｡母親

は,筆者が定期的に関わっていたときも,父親

の転勤に伴い他県-転居 してか らも,ごっこ遊

びの言わば栄養 となる経験 (例 えば,食事の用

意などの家事 を見せたり,それに参加させ る｡

絵本 を読んであげる機会を作 る) とごっこ遊び

を誘い出す材料 (例えば手作 りの凄具,手作 り

絵本)を, 日常生活の中でD君に豊富に与える

よう,配慮 して くれた｡

D君の幼児期の発達について若干触れると,

座位 (30分以上一人ですわる)は 1歳,一人立

ち1歳 10ケ月,独歩開始 1歳 11ケ月｡CA2歳

5ケ月(886日)において,新版 K式発達検査に

よる発達指数は68,発達年齢は姿勢 ･運動領域

616日,認知 ･適応領域 603日,言語 ･社会領域

581日｡2歳 5カ月の時点で,物 を差 し出す とき

に ｢-イ｣,｢ホア (ホラ)｣といった発声をする

ちのの,一語文の段階に入っているとは言いが

たかったが,象徴的行為は豊かに認められた｡

すなわち,遊びの計画や見立てを言葉であらか

じめ命名することはないが, 自分 と人に関連さ

せての複数事物の関連づけ的使用や, 自分に関

連させての単一事物の見立て使用が見られてい

る｡前者は,例えば次のようなものである｡

スプー ンでカップか らす くって飲むふ りを

し,そのカップからテーブル上の別のか ノブに

注 ぐふ りをする｡そのカップを,そばにいる母

親に ｢-イ｣ と差 し出す｡
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また後者は,例えば次のようなものである｡

積み木をつかんで口に近づけ,まず口をとが

らせて息を吹きかけ(熟を冷ますふ り),それか

ら口に積み木を触れさせて口を少し動かす｡積

み木を元の場所に戻す｡

三歳ころからの言語表出面の発達は目覚まし

く,4歳半ころに三語発話(例えば｢ママ,ミズ,

チョ-ダイ｣)が出現,小学校入学時には,電話

相手とも,聞き取 りやすい構音で自由かつスム

ーズに会話 して自分の意向を伝えられるように

なっている｡反面,数概念の把握は難しいもの

があり,5以上の数について,数えから量概念-

の転化 (例えば,イチ,こ,サン-シナ,シチ

ニン人だ｣)や序数 としての認識 (例 二｢イチ,

ニ-ゴ,ゴ個め)｣が可能 となったのは,三年生

も後半に入ってからのことである｡

小学三年生から日記を書いているが,四年生

に学年が上がると,自分の色々な気持ちが強弱

もつけて書かれるようになっている (はずかし

かった｡ くや しかった｡-したいです｡ もっと

もっと･･･したいです｡など)｡以下に,4年生の

1月20日の日記をそのまま記す｡

｢きょうは,お父さんがおそいのでさみしい

のではや くかえってはしいです｡パパとサッカ

ーゲームであそびたいです｡おわり｡｣

ⅠⅠⅠ.結果と考察

一年生から四年生までの連絡帳の中に母親が

書き留めているD君のたくさんの言葉から,内

面を捉えることを可能にして くれると思われる

言葉を抽出し,分類を試みたものが表 1-表 8

である｡表中には,数は少ないが,D君の内面

に関わる母親や担任の言葉 も記されている｡そ

れには,｢by母親｣とか ｢by担任｣と付されて

いる｡また,D君の言葉の最初や後ろの ( )

内に,発話場面などについて簡単な説明が添え

られているものもある｡D君の言葉に出てくる教

諭の名前は,イニシアルにした｡さらに,言葉

の前には,それが発せられた日付が記してある｡

D君の言葉 を手がか りとして捉えられたD

君の内面は,自己統制,自立,自己認識,計画,

他者統制,他者認識,感情の七領域であった｡

他にも,興味などの別の領域に位置づけられる

と考えられる言葉 もあったが,発達的な考察を

しうるほどの数は抽出できなかった｡そこで,

以下では先の七つの領域を中心に,発達的な視

点も加えながら少し詳しく見ていきたい｡

1. 自 己 統 制

自己統制 を反映すると思われるD君の言葉

が,表 1に記されてある｡

一年時において既に認められる自己統制の内

容は,以下のようなものである｡

①負の感情を自ら乗 り越えようとする自己統

制

例 :痛いけどがんばっていく6/6

② 自分の成長についての認識に支えられた自

己統制

例 :僕は大 きいんだからもう泣かないよ

5/18

僕はもうす ぐ二年生だからがんばって

歩いて帰る1/29

③行動の判断を他者に委ねようとする言わば

他律的な自己統制

例 二先生,お水飲んできていい79/14

二年時においては,G)(例 :10/1),② (例 :

ll/12)とともに,次のようなものが認められる｡

④他者を意識 した自己統制

例 : (登校時に)お母さん,K先生が待っ

ているから早 く行 くよ10/4

三年時になると,新たに以下のようなものが

認められる｡

G)したい行動を先に延ばして別の行動に取 り

組もうとする自己統制

例 : (夜宴ようとすると)倭,仕事があるか

ら,まだ潅られなかったんだ｡早めに終わ

るからお母さん先に湊ていてね2/19

⑥遊びのルールに従おうとしての自己統制

例 : (おひさま文庫にて)あめ玉がどっち

の手に隠されているかを当てる遊びでは

ずれるとダダをこねてルール違反をする

ことが多かったが,今 日は四回も並んで

やっと手に入れたby母 6/25
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表 1 自己統制

〈一年〉

5/18僕は大 きいんだからもう泣かないよ｡

6/6痛いけどがんばってい く｡ (昨日自転車で転ぶ｡次の 日の登校時の言葉)

6/12がまんして トイレ-いくんだよね｡(家にて)

6/27僕着替えはいらないの,おもらしをしないんだから｡ (登校時)

9/14 (学校で ｢先生,お水飲んできていい 7｣ と言う｡by担任)

9/14 (学校で ｢先生,おしっこしてきていい ?｣ と言う｡by担任)

ll/16 (歯科医での抜歯を涙を流 しながらもがんばる｡by母親)

1/29僕はもうす ぐ二年生だからがんばって歩いて帰る｡(登校時)

(二年〉

10/1お母さん,僕疲れても走るからねO(運動会にて)

10/4お母さん,K先生が待っているから早 く行 くよO(登校時)

ll/12僕は二年生だから泣かないよ｡(約一年ぶ りの歯科医にて)

ll/28僕は二年生だから泣かないよ｡ (歯科医にて)

12/9お母さん,手を握っていてね｡そしたらぼ くがんばれるからo (歯科医にて)

12/9先生, ぐるぐるまきはしないでね,僕だいじょうぶだからO(歯科医にて)
〈三年生〉

5/30僕,試験があるからまだ凝 られないんだOお母さん,先に寝てていいからね0

6/25 (他家で開催のおひさま文庫にて｡あめ玉がどっちの手に隠されているかを当てる遊びではずれるとタダをこねてル

ール違反をすることが多かったが,今 日は四回も並んでやっと手に入れた｡by母親)
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お兄さんと-緒に勉強しな くっちゃ.(家で)

(｢いやだ｣と言うとき,｢今はこれをするんだよoOOを用意 してや りましょう｣と言うと取 り組んで くれる｡by担

倭,仕事かあるから,まだ潅 られなかったんだo早めに終わるからお母さん先に潅ていてねO(夜一緒に潰ようとした

(ル-ルとマナーが理解でき,｢めんどうだけれどがまんしてやろう｣ という気持ちが起 きているoby担任)

僕四年生だから一人で待っていられる｡ (家にて)

(｢四年生だからクレヨンしんちゃん語は使わない｣｢四年生だから･･･-しない｣｢四年生だから･--する｣というよう

"四年生"をしっか り自覚 し自分に言い聞かせている｡by母親)

3日直は早 く行かないとだめだoまりえちゃんに言われたんだから｡(朝の用意の時)

4今 日は日直 じゃないからゆっくり行ってもいいんだ｡(朝の用意の時)

4僕先に トイレに行 くからね｡(歯科医にて)

4先生, ぐるぐる巻 きにしないで くださいD僕 もうす く5年生だからがんばるからO(歯科医にて)

4 (おひさま文庫で小さい子 と三対一でやったら負けるO負けても素直に受け止めるOゲームなどで自分が負けてもそ

れを受容できるようになったO四年生の成長の一つ｡by母親)

3/14 (今朝起 きるなり)本読みする ! (読み終えると)おっしゃ,これで怒られか ､ぞO(｢だれに ?｣ と開 くと)の りこ

は,｢本読みカー ドは｣って怒るんだ0

3/235年生なんだからや らな くっちゃO

四年時には,⑥に関連したものと言えるが,

ゲームなどで自己の負けを認め,受け入れられ

るようになっている (2/24)｡また,(診 (例 :6/

30),④ (例 :3/14)の他に,新たに以下のよう

な自己統制 も認められる｡

⑦役割を意識した自己統制

例 :日直は早 く行かないとだめだ｡まりえ

ちゃんに言われたんだから10/13

2. 日 立

自立 (表 2)については,自己統制に関するよ

うな細分が困難であるが,母親による送 り迎え

を拒否して自分で登校したり下校 したり (例 :

一年9/29,3/1,二年 10/31),また友達の家-

行こうとしたりする気持ち(二年 2/3)や,宿題

や工作,楽器の練習などを,助けを借 りずにや

ろうとして自分から母親を遠ざけようとする気

持ち (例 :二年 11/6)が二年時までに認められ

る｡そして三年時には,母親からの関与 (D君

の課題の進行状態の点検,指示など)を,より

具体的な形ではっきり拒 もうとす る気持 ち

(例 :5/21,6/12,ll/13)とともに,相手の立

場も考えて自立しようとする気持ち(例 :5/22)

とか,地域に自力で参加しようとする気持ち(4/

ll)も認められる｡

四年時には,｢初めて一人で留守番をする7/

13｣ことが可能となっているが,自立の形にも

変化が認められる｡すなわち,課題に取 り組む

際に,一年時のように相手を自分から遠ざけよ

うとするのではなく,相手から自分を遠ざけよ

うとしている (5/12)｡

自立心の育ちには,次に述べる自己認識の発
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表 2 自 立

(一年〉

9/29僕一人で行ける｡(登校の途中)
9/29いいの,これでo(学校での工作O担任の提案に対 して)

ll/6おかあさん,あっち-行って0-人でやるんだからO(鍵盤--モニカの練習時)
ll/26僕一人で行ける｡(子ども全のレクリェ-ションの集合時)
12/1-人でやるから,おかあさんあっちに行って ! (宿題)
12/6-人で僕の机でやるから,おかあさんあっちへいって I (宿題)

2/4そうだよ,僕二年生になるんだから｡(一人で下校できたことをほめたとき)
3/1おかあさん,来ないで ! (下校時の校舎-のお迎えに対して)

(二年〉

10/2僕がんばって帰るo(一人だけでおひさま文庫-)

10/31お母さん,僕一人だけで行けるから来なくてもいいよo(登校時)
2/3お母さん,僕ははるちか (んの家-行 くんだから帰って !

(三年)
4/ll (このごろ一人で買い物をしたいよう)

5/21お母さん見ないでね｡(日記を,母に背を向けて書 く)
5/22母さんは母さんで考えてよ,僕は僕で考えるから! (日記を書 くとき)

5/22見ないでよ｡(日記を書 くとき境に箱を立てて)
5/24教えないでよ,僕できるんだから｡(日記を書 くとき)
6/12教えないでよ !僕一人で書 くんだから｡(作文を書 くとき)
9/25 (宮澤賢治祭 りO私と手をつなぐこと,私がそばにいることさえ拒否)

10/27電話をしないで一人で帰るからいらないO(登校時に,名札の中に10円玉を入れてやろうとしたとき)
ll/13僕は言われなくても一人でできるよ I (歯磨 きを指示したとき)
2/6教えるな,いちいち教えなくってもできるんだから!

〈四年〉

5/12僕,自分の部屋で書 くからお母さん釆ないでね ! (作文帳を書くとき)
7/7 (昨夜初めて自分の部屋で布団を敷いて寝るO母 も一緒だが｡by母親)

7/13 (昨日,初めて一人で留守番ができたoby母親)
9/1僕は一人で寂るから僕の部屋に布団を敷いてくれ0
ll/5お父さんと僕は男子用ふとんに藻るから,お母さんは女子用ふとんに雇てねO

逮,交友関係や地域での経験の積み重ね 生活

環境の変化 (例えば,広レ事に引っ越したため

に自分専用の部屋ができる),身体機能の変化

(例えば,お漏らしをしなくなる),クラスメー

トや担任との関係の深まりなど,多様な要因が

関わっているのであろう｡

3. 自 己 認 鼓

自己認識 (表 3)について見ると,一年時にす

でに自己の生活の振 り返 り (自分に関してその

日生じたことや自分がしたこと,あるいは感じ

たり思ったりしたことを振 り返ること)や成長

の意識 (例 :僕もそろそろ二年生だよ (友達 と

肩を並べて)ll/1),自己評価 (例 :僕,八の字

はうまく書けないんだよ10/27),時間軸への自

己の位置づけ (例 :大きくなったら何になりた

い?と聞かれて ｢おひさま文庫になりたい｣2/

19,2/7by母親)が認められる｡三年時には,

自己の生活の振 り返 り,自己評価に加えて自己

の命名が認められ,四年時になると,生活の振

り返り,自己の命名,自己評価 とともに,自己

の社会的位置の認識 (例 : (車中で)二組は楽

しいけど,僕は一組の子なんだ12/17)と自己の

思考状態の自覚化 (例 :母さんの言っている意

味がわからないよ9/14,9/14by母親)が新た

に可能となっていることが示唆される｡

｢生活の振 り返 り｣の内容を見ると,一年時

において,他者 (特に担任)との関わりを ｢能

動態｣よりも｢受動態｣として振 り返ったり(例 :

僕ね,先生におしりペンペンされたんだよ7/

6),自分の失敗 (お漏らし)をその時の気持ち

まで含めて振 り返ったり (例 :僕ね,途中でう

んちがしたくなって,がまんできなくてしちゃ

ったの 10/4)している｡その後学年を重ねるに

つれて,学校での様子 (席替,学習,遠足,朝

令,体育等)を,そこでの教師や友達 との関わ

りの内容や,自分の気持ちも含めて,より詳し

く振 り返ることができるようになっている (≡

年 9/5,9/8,四年 4/13,10/26,2/3,2/17)｡

｢自己評価｣について見ると,一年時から四

年時までを通して,自己の能力に関する評価が

多く見られる (-できる/-できない)｡肯定的

評価 (僕は強い/僕は-できる)に関しては,自

分の成長についての自覚がその大きな根拠とな
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表 3 自己認識

く一年)

･生活の振 り返り

5/23先生におこられた｡

7/6僕ね,先生におLl)ペンペンされたんだよ.

なくてゆうきくんがおこられたの..

A先生におこられたんだ.

途中てうんちがしたくなって.がまんてきなくてしちゃったC7)｡

･10/26もらしちゃったの､だから歩けなかったんだ｡

I2/21僕が何もしか ､のに,COちゃんか,(僕に) した｡

I2/23おかあさん 僕我慢てきなかったんだっ

*成長の意識

･ll/1僕もそろそろ二年生だよ∴ 友達 と屑を並へて)

I2/28僕はもうす ぐ二年生だから黄色い ､ランドセルの)か -ヾはいらない｡

*自己評価

･5/18僕は一人て帰ってきたんだから｡

9/6僕だって書けるんだから｡(年少の子ともが漢字を善くのを見て)

Ilo/27僕,八の字はうまく書けか -んだよ｡

ll/6僕たってきらきらぼLをひけるんだから†
･11/26僕だっててきる｡

･ll/29今日はバツだった｡

2/14うん できる I(先生に ｢お手伝い,いっぱいできる'｣と聞かれてobyfR任)

L12/6大きくなったらボランの人になりたい｡

･2/19おひきま文革になり/たい｡(｢大きくなったらなにになりたい9｣と聞かれて｡

I2/7 (自分の赤ちゃんの時の写真やヒテオを見ることがやっとできるようになっ/+:【以前は,今の自分 と赤ちゃんの時とを別人のように考えていた_b)母親)
:ミ

*生活の振 り返り

･5/22〇Cちゃんがうしろにいって.僕は一人になった｡(家で.学校ての席替えの話1

7/16僕ね.先生に怒られたんだCふざけてね,ああやって,こうやって

･10/8rlを大きく開けるんだよ_歯を出して歌う/tj=i:LH先生が教えてくれて｡

10/19僕,K先生と仲良くなったんだC

Ill/21今日ね,先生がエルマーの冒険読んでくれたよ t
*自己許価

112/6お母さん 100古だったよこがんばったんだ｡

I2/24ただいま f一人で帰ってきたよ｡

く三年)

*生活の振り返り

14/221'.母さん これも見たんだよ.これも.これもI 真っ暗な所でね.見るんだよ 屋_I,tか大熊になったらパーンって大きな書かして,耳が痛いくらいたった｡ライオン

もててきたよ.(家で遠足の報告)

4′′22○○君と△△君と僕と一緒にお弁当を食べたよ【(遠足の報告l/
･6/18今日,帽子を取 り上げられたんだor学校の報告､

I9/5僕なんにもLていないのにじゅんや君が怒ったんだよ｡僕絶対なにもしていか ､のに｡落ち卦 ､て,つて言ったのに(僕結局泣いてしまったんだ｡(下校時の会話)

I9/8朝会に出たよ｡S先生と入リHの所で会って,手をつないて行ったよ1

9/21きのうもおとといも叱L,れたのー(学校の報告)

･9/21なんかわからないけと,叱られるの｡･L学校の報告)

19/21先生は無視しろって昌うんだよこ

I～′′2 ､エーデルワイスの歌lA先生から教えてもらったんだ､

*自他比較

･6/11お母さん,S先生のここのところと僕のほら,あの/ヤツのところと同じ,iっそろいなんだよ′ほらこれ,これ,ここんところ I

*臼己評価

1022･7ん 僕は九歳だから強いんだ,

111′16お付きん､これむずかLくって僕てきないから教えてね､ りコ-ダーてのンンクル-ル演奏1

*自己の命名

I4′13三年円弧の=こです｡よろしくお願いします｡J とも全ての自己紹介

(凹年ノ

*生活の振り返り

14/13おTL ホ ノトケーキ食へf=んだ=Y先生と食へたんだ｡Y先生と仲良くなったんだ I L夕方加と思い出して)

I4′21あのね,S先生と千をつか -て歩いたんだ､(遠足の報告

4/21まr)乙ちゃんと,rここちゃんと,Jrごちゃんと-, うーと.あとt､れ/+二 速Jl且の報告)

･619席替えをしたんだ,僕のとなりかまいこちゃんて,その後ろかまゆこちゃん一俵の後ろか大島君だi:｡(席替えの報告1

･622寒くて貰えたんたよ_0先生のお1はいも見ちゃ-'た rl校の7-ルの報苫

7/2おれ友達に F言われたんた,鎖を洗わ7LJ.かっただろつ-Jて∧

･8′28まr)えちゃんの隣もんl+J ｡'二コニコして席待えの裁許

9′1今日は 地図帳勉強Ll=よ 秋ulとかほんとにあ一ノ=i:

･9/8マラソンもしたよ_僕はがんば-,て起-ノたよ
10'15ううん,できなか-'た.けんかしてLまったー r今flは･F'■校で仲良くでき!=かな?｣と問われて､･

I10/26算数のテスト1OOLUJったよ t長JJ形とかのやつ 堀tl糾麦:
I10/27おれ6周走ったんたよ=

112/16おれはちゃんとやってるこ ｢̀当番とか係の仕事はちてんとや-'ているのかな｣と問われて1

114先生にもはめられたんだ∴ 夜, 帆語の本読みをはめると

･1/31回｣二で絵の具を使ったよ｡ 7:ボンにもつけてしまっJ'_

･2/3U先生と岨L算をやったんじ わか-'たま :

217おれ久しぶりに体育をしたんだ_バスケ ′トと縄跳LL､

13/3俺今日.無碍 して体育をしたん[=l

*集団の認識

･12!17 (車中で)二組は楽しいけど,僕は一組の TもA,T=L

*自己の命名

･4/30僕はここです｡小松島小学校の四年一組てすー｢旅行LilのバスのLllで日己紙か

*自己評価 (他者との比較による)

7/14お父さん,何メ- トル.水げるの り rJそうだな,1Onj- トルくらいかな｣､･すごいね亡僕,少LLか株げか ､んだ0

I3/23五年生なんたから僕はてきるよ=

*自己の思考の認識

･9/14母さんの言っている意味が分からか ､よ,

･9′14これはどういうことりわからないよ｡りつからか ､,わかる,ということが分かってきたby増親1
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っている (例 :二年 5/7,三年 10/22,四年 3/

23)｡一方,他者 との比較を通した自己評価(0
0君よりもできない/できる)の芽生えが四年時

に認められるが (例 二お父さん,何メー トル泳

げるの ?-そうだな,100メー トル くらいかな

-すごいね,僕,少 ししか泳げないんだ7/14),

以前の自分 との比較による自己評価 (絶対的評

価 :前よりもできるようになった)は,まだ認

められない｡また,評価の内容 として, 自分の

性格や態度に関するもの (例えば,僕はやさし

い,怒 りっぽい等)はまだ見られない｡

4. 計 画

自分の計画に関するD君の言葉を記した表 4

からは,三年生になると,D君が,時間的によ

り先のことについて (つまり,今 日のことだけ

でなく明日のことについても)計画を立てるこ

とができるようになっていること (例 :5/30),

そしてそれが,四年生になるとよりこまやか

(例 :6/24)ないし見通 しだったもの (今 日は

-して明日は-する)となっていることがわか

る｡また,自分の行動に対する他者の反応を期

表 4 計

待する内容 も見受けられる(2/24)｡さらに,今

日のうちに行 う行動が時間的にもよりはっきり

と計画される (四午例 :2/7)だけでなく,一つ

ではなく複数の行動が,｢-したら-する｣とい

うように系列的に見通しを含んで計画されたり

している (例 :三年 6/4,四年 1/18,2/22)0

5. 他 者 統 制

表 5に見るように,他者-の要求や注意は,

既に一年時に見られるが,三･四年時になると,

他人のありようへの注文 (例 :お父さん,やさ

しい削こなって6/22･三年)や他者-の提案 (･-

すれば/-した方がいいよ｡例 :三年 1/29,四年

5/22,10/2)が認められる｡これらの出現には,

親 しい人をも第三者的に捉える力が育っている

ことも関係 しよう｡例えば,四年の5/22に発せ

られた ｢お母さんも髪の毛を長 くすればoO先

生は長 くてすてきだよ｣の言葉には,他人から

お母さんがすてきに思われてほしい, という気

持ちが込められているのかもしれないOなお,

四年時には,自意識の育ちを反映するような他

者統制 (｢マラソンをお母さん応援するからね｣

画

〈一一年 〉

5/23きょうh,ゆうすけ くんと遊ぶ0
7/4宿題あるんだよ｡
9/8僕パスを描 くんだo

(二年〉

3/1000君と (ガン消しで)戦うんだ !
〈三年〉

5/29うん,言うからねo(｢ありがとうって先生に言ったかな｣と問うと)
5/30あした,S先生に日記を見せよう｡(明Elのために何かをするという,少し遠い目標がだんだん分かってきたo以前は

30分後の目標も分からないときがあった｡by母親)
6/4ううん,おふろに入ったら帰るから｡(他家からの電話)
6/12パパ,僕がんばって善 くから一緒に雇ようね｡(日記を書いているとき)
9/3そうだ,(学校に)僕のパズルをもって行 くんだ｡

〈四年〉

4/27おれの友達 くるからなO二時って約束したんだ0

6/23いいから,誰かに借 りるから｡(｢薯がランドセルに入っていない｣と言われて)
6/24まいこちゃんとあつなちゃんとまりえちゃんと,僕 と,みんなで養護学校に行 くんだよ,土曜日に行 くんだ｡
7/2今 日はクラグあるんだ ! (今朝も早 く起きて)

12/loゐ,そうだoあしたノ))と-サ ミをもっていくんだ｡(夜)
12/21あしたクリスマス会あるんだよ,プレゼントは300円だって｡

1/18これからおふろに入ってシャンプーをして, ドライヤーをしてから,歯磨 きをして,それから漬るからねo(予定をき
っちりと並べてそのとおりにやれるようになる｡by母親)

1/26(以前はその日の絵で,未完成のままで終了させることもありましたが,4年生になって2回,3回と分けて続けてそ
の絵に取 り組むようになった｡by絵の教皇の先生)
2/7何時から〇〇〇の番組をみるO(新聞のテレビ欄を見て)
2/15まだ具合が悪いO今 日は休んであしたから行 くからD(昨日から発熱)

2/22久々にお父さんと一緒にご飯を食べて,クレヨンしんちゃんを見るのね.
2/24 (大空賛歌を)ピアノの先生に見せるんだ｡わかるかなあ｡
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表 5 他者統制

(一年〉

*要求 ･注意
･5/24おかあさん迎えにきてね,門までねO(登校時)

I6/14けってはだめなんだよ,さああや まりなさい｡(友達同士のケンカ仲裁)
･11/24シイ !静かにO(コンサー ト時に話 しかけられて)

･2/21おかあさん うさぎさんみたいにマフラーをしてい くから,出してね｡
(三年〉

*要求 ･注意
･4/13S先生にうさぎさんをプレゼン トするから袋に入れて !

･4/18お母さん,ていねいに書いてね｡ (新 しいノー トに記名するとき)
･4/18お母さん,絶対きてねD(授業参観に)

･5/14お母さん, もっときれいな声でお話 しして｡

･6/3き-ちゃんは赤ちゃんじゃないから歩けるんだから降ろしなさい｡

･6/22お父さん,お母さん,けんかはやめて 1こわい目してるよ,お父さん,優 しい目になって ! (夫婦のいさかい)
･9/1落ち着いてね｡決着つけてねo (家族のいさかい)

Ilo/19おにいちゃん 今 日は貸 してあげるけど,今度は貸 してねって言ってから,使ってね｡僕の大事なものが入っている
んだから｡(兄が机を勝手に使っているのを知ったとき)

･2/2お母さん 僕 A先生 といるんだけど,足が痛いから迎えにきて｡

･2/15迎えにきて｡ (下校の電話)

･2/16なんだって !じろじろ見るな l (小さいときのことを思い出しながら見つめたとき)
*提案

･1/29お母さん,お父さんが帰ってきたら,愛してるわよと,言った方がいいよD(風呂で)
(四年〉

*要求 ･注意
･6/2ゆっくr)話 してよ,僕書けないんだから｡(日記を書いてるときに話 しかけると)

･10/22触れ合い,触れ合い,をして ! (夫 と言い合いの最中)

･11/17恥ずかしいからやめろ｡(マラソンを ｢お母さん応援するからね｣に対 して)

111/17 (養護学校 との交流学習の折 りに,友に ｢大書 も負けないようにしっか りやろうな｣と言われ ｢悪 く言うな !｣｡by担
任)

*提案

･5/22お母さんも髪の毛を長 くすれば｡0先生は長 くてすてきだよ｡

･10/2お母さん,いまのはお母さんが惑いからあや まった方がいいよ｡(夫婦ケンカのとき)

･3/4ひなまつ りなんだからかわいくした方がいいよo(ひな祭 りの 日の食事のメニューについて)

と言うと｢恥ずかしいからやめろ｣11/17)も認

められる0

6. 他 者 認 識

凶年間に認められた他者認識の内容は,おお

むね以下のように分類できる (表 6)0

･他者の生活 (行動 ･様子)の振 り返 り

その日に関わった人の行動や様子,状態など

を振 り返ること｡三年,四年時には,他者 (担

任)について,その行動だけでなく心の状態ま

で振 り返 り母親に伝えることが可能 となってい

る (例 :三年 6/18)｡

･他者評価

他者を賞賛したり批判することであるが,≡

年以降では,その表現様式に幅がでてくる(例 :

三年 5/6,5/13,四年 4/19)｡また,評価の対象

ち,人の容貌(四午例 :9/13),パズル,スポー

ツ,ファミコンなどと,広がりを見せている｡

四年時には,10/2のように,母親への肯定的な

評価 (お母さん,やさしい目のほうがすてきだ

よ)を言わば手段 として,父と母の対立を和解

させようと配慮したりしている｡また,兄や友

-の賞賛には (12/21,1/13),自分 も兄や友の

ように上手になりたいといった憧れのようなも

のを感じさせる｡

･他者間の比較 ･評価

担任と父親を比較 ･評価することが,一年時

から見られる (3/15)

･他者間の関係認識

父と他者が,自分 と別の子どもと同様の関係

(すなわち友達関係)にあることに気づ くこと

が,一年時において既に可能となっている (2/

2)｡ちなみに,別の子どもを自分の友達 として

認めることができていなければ (自他関係の認

識),このような複雑な認識は不可能であろう｡

より簡単な形の他者間関係認識が,三年時に見

られる (5/14,7/16,10/9)0

･他者の行動の理由の詮索

四年時に,怒った理由を母に問うているが(4/

24),このことからは,自分にだけでなく他者にも
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心があるということの認識 (いわゆるtheoryof

mind),もしくは,人の行動にはそれなりの理由が

あることの認識が進んでいることが示唆される｡

･自他の関係認識

自分 と他者との間の関係を ｢友達｣として括

ることが一年時 (2/2)と三年時 (4/15),｢同級

生｣としてくくることが四年時 (俺の同級生な

んだ /4/28)に認められる｡一方,四年時には,

ダウン症の人を ｢自分 と似ている｣と認識して

いる (例 :あのお兄さん,僕 と似ているね11/

12,ll/18)｡自分の顔 (自己像)についての認

識も育っているのであろう｡なお自他関係認識

表 6 他者認識

(一年)

*他者間の関係認識

･2/2 (家に泊まった父の友人は)00君と同じだね｡僕の友達だよ｡

*他者間の比較 ･評価

I3/15A先生はそんな格好しないよ,かっこいいよ｡(父の着替えを見て)

く二年)

*他者の行動の振り返り

110/8K先生は一緒に歌ったよO(学芸会の歌の練習)

Ilo/14 (ドッジボールを)00君と△△君とやったんだよ｡

*他者評価 ･他者観察

･8/31だいじょうぶ,K先生がいるから｡先生は強いよ｡(｢ひどい雨で学校はだいじょうぶかな｣と聞かれて)

Ilo/4よしてる君のお兄ちゃんは上手だよ,大きくて強くってo(トノジボールの報告)

･10/8 (K先生は歌が)上手だったよ｡(学芸会の歌の練習の報告)

･10/19先生,時々こわい目になることもあるよ0

13/1000君は (ガン消し)を--個もっているんだよ｡

(三年)

*他者観察 ･他者評価

I4/18K先生は舌をこうするのが上手なんだよO(おふろでの会話)

･5/6おかあさんたら,棄てぽっかりいるんだものOあきれてしまうよ! (-イキングで眠たそうにしていると)

･5/13お母さん天才だね !だって見ただけで歌うんだもの｡(譜面を見て歌うと)

･5/14お母さん,どうしてこわい目してるの｡

･5/22僕なんか三行書いたのに,お母さんはまだ書いてない l (El記を書いているとき)

･6/18今日ね,先生h,ツノを出したんだよo

l6/18S先生しょんぼりしてた,さみしそうだったよ0

Ill/5うん,元気だよO(｢S先生元気だった?｣と問われて)

･11/10 (パズル)300ピースなんだよ｡仲良しのクラスの子がこうやるんだよC

*他者間比較 ･関係認識

･5/14S先生 ! (｢びゅんびゅんごまがまわったら｣の絵本に出てくる先生は?と問われて)

･7/16お母さん,S先生とKさんとお友達なんだって｡

･10/9おにいちゃん,ひかるげんじみたいだね｡

*他者の行動の振 り返り

･4/22K先生は眠ってたんだよ｡(遠足の報告)

･4/22先生は,先生同士で食べたんだよ｡(遠足報告)

*自他関係認識

･4/15友達を紹介します｡(高学年の子を連れ帰宅して)

く四年)

*他者の行動の振り返り

･8/28先生が戦争の悲しい話をしてくれたよo

*他者観察 ･他者評価

･4/19だめ !いっつも怒ってばかりいるのはだめ｡(r私がジャイアンのお母さんになろうか｣と言うと)

14/27もちろん !こんなに目がつりあがって角が二本あるんだO(先生のこと)

･7/17大島君は大きいから歯医者-行っても泣かないよ｡

･9/13Kさん (母親の友達)ね,口紅ぬってさ,美人だったよO

･9/290先生,鼻声だったよ｡

･10/2お母さん,やさしい目のほうがすてきだよ｡(夫婦ケンカのとき)

･12/21お兄ちゃんプロだね｡今度からファミコンのプロと呼ばせてもらう.(兄と77ミコン)

･1/13あの人は下手だ｡あの人は超うまいOプロだったぜo(スケー ト教室の報告)
*他者の行動の理由の詮索

･4/24お母さん なんでおこったの? (昨夜夫婦ゲンカ)

*自他の関係認識

･4/28おれの同級生なんだ ! (家に友達が来たとき)

･5/31閉めるな ! (まりえちゃん,のりこちゃんは)僕のたからものなんだぞ !

･ll/12あのお兄さん,僕と似ているねo(区役所でダウン症の青年とすれ違ったとき)

･ll/18交流学習があったまD僕とそっくりの子がいたんだO(養護学校との交涜学習の報告)

･12/14しゅん君ちでもカレーなんだって｡

- 36-

Akita University



秋田大学教育学部研究紀要 教育科学部門 第 47集

心があるということの認識 (いわゆるtheoryof

mind),もしくは,人の行動にはそれなりの理由が

あることの認識が進んでいることが示唆される｡

･自他の関係認識

自分 と他者との間の関係を ｢友達｣として括

ることが一年時 (2/2)と三年時 (4/15),｢同級

生｣としてくくることが四年時 (俺の同級生な

んだ /4/28)に認められる｡一方,四年時には,

ダウン症の人を ｢自分 と似ている｣と認識して

いる (例 :あのお兄さん,僕 と似ているね11/

12,ll/18)｡自分の顔 (自己像)についての認

識も育っているのであろう｡なお自他関係認識

表 6 他者認識

(一年)

*他者間の関係認識

･2/2 (家に泊まった父の友人は)00君と同じだね｡僕の友達だよ｡

*他者間の比較 ･評価

I3/15A先生はそんな格好しないよ,かっこいいよ｡(父の着替えを見て)

く二年)

*他者の行動の振り返り

110/8K先生は一緒に歌ったよO(学芸会の歌の練習)

Ilo/14 (ドッジボールを)00君と△△君とやったんだよ｡

*他者評価 ･他者観察

･8/31だいじょうぶ,K先生がいるから｡先生は強いよ｡(｢ひどい雨で学校はだいじょうぶかな｣と聞かれて)

Ilo/4よしてる君のお兄ちゃんは上手だよ,大きくて強くってo(トノジボールの報告)

･10/8 (K先生は歌が)上手だったよ｡(学芸会の歌の練習の報告)

･10/19先生,時々こわい目になることもあるよ0

13/1000君は (ガン消し)を--個もっているんだよ｡

(三年)

*他者観察 ･他者評価

I4/18K先生は舌をこうするのが上手なんだよO(おふろでの会話)

･5/6おかあさんたら,棄てぽっかりいるんだものOあきれてしまうよ! (-イキングで眠たそうにしていると)

･5/13お母さん天才だね !だって見ただけで歌うんだもの｡(譜面を見て歌うと)

･5/14お母さん,どうしてこわい目してるの｡

･5/22僕なんか三行書いたのに,お母さんはまだ書いてない l (El記を書いているとき)

･6/18今日ね,先生h,ツノを出したんだよo

l6/18S先生しょんぼりしてた,さみしそうだったよ0

Ill/5うん,元気だよO(｢S先生元気だった?｣と問われて)

･11/10 (パズル)300ピースなんだよ｡仲良しのクラスの子がこうやるんだよC

*他者間比較 ･関係認識

･5/14S先生 ! (｢びゅんびゅんごまがまわったら｣の絵本に出てくる先生は?と問われて)

･7/16お母さん,S先生とKさんとお友達なんだって｡

･10/9おにいちゃん,ひかるげんじみたいだね｡

*他者の行動の振 り返り

･4/22K先生は眠ってたんだよ｡(遠足の報告)

･4/22先生は,先生同士で食べたんだよ｡(遠足報告)

*自他関係認識

･4/15友達を紹介します｡(高学年の子を連れ帰宅して)

く四年)

*他者の行動の振り返り

･8/28先生が戦争の悲しい話をしてくれたよo

*他者観察 ･他者評価

･4/19だめ !いっつも怒ってばかりいるのはだめ｡(r私がジャイアンのお母さんになろうか｣と言うと)

14/27もちろん !こんなに目がつりあがって角が二本あるんだO(先生のこと)

･7/17大島君は大きいから歯医者-行っても泣かないよ｡

･9/13Kさん (母親の友達)ね,口紅ぬってさ,美人だったよO

･9/290先生,鼻声だったよ｡

･10/2お母さん,やさしい目のほうがすてきだよ｡(夫婦ケンカのとき)

･12/21お兄ちゃんプロだね｡今度からファミコンのプロと呼ばせてもらう.(兄と77ミコン)

･1/13あの人は下手だ｡あの人は超うまいOプロだったぜo(スケー ト教室の報告)
*他者の行動の理由の詮索

･4/24お母さん なんでおこったの? (昨夜夫婦ゲンカ)

*自他の関係認識

･4/28おれの同級生なんだ ! (家に友達が来たとき)

･5/31閉めるな ! (まりえちゃん,のりこちゃんは)僕のたからものなんだぞ !

･ll/12あのお兄さん,僕と似ているねo(区役所でダウン症の青年とすれ違ったとき)

･ll/18交流学習があったまD僕とそっくりの子がいたんだO(養護学校との交涜学習の報告)

･12/14しゅん君ちでもカレーなんだって｡
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感情は,大きく自我感情と社会的感情 (主と

して,他者に関する感情)に分けられ,表 7に

見るように,その表現の仕方をも含めて,いず

れも一年の時から豊かに発達 していることがう

かがわれる｡

一年時において, 自我感情では感覚レベルの

もの (2/19,3/22),自慢 (ll/6), 反 省 (1/31),

課題の値踏み (計算か,むずかしいな2/13)な

どが認められ,他者感情としては謝意 (5/23),

好意 (ll/1,2/13),同情 (A先生,かわいそう

に12/6)などが認められる｡他者-の攻撃めい

た言葉 もみられるが,これは相手への真の悪意

から出たものではなく,むしろ好意や信頼によ

るものと解釈 した方が良さそうである (10/3)｡

二年時では, 自我感情 として恐れ (7/12)や

共感 (7/12)などが,また他者感情として他者-

の思いやり (00に-してあげる/あげたい12/21,

2/17)が見られる｡なお思いやりを示す言葉は,≡

午,Eg年時においてより多く記されている(三年4/13,

ここすべるから気をつけてね4/18,4/22,ll/

16,1/22,2/11｡四年 4/24,4/26,6/8)0

三年になると, 自我感情では,不満,反抗 ･

自己主張 (4/17,5/9),嘆き (あきれてしまう

よ5/6),照れ (6/25),期待 (先生これ見て笑 う

かな5/19,5/22,1/26)などが見られる｡こう

して,他者-自己の気持ちをより強 く訴えよう

とする感情 (-なのに)や,｢他者の眼差 し｣を

意識した感情 (照れ)が出現 している｡他者感

情としては,好意 (5/22,6/27),同情 (9/21)

などが認められる｡

四年では,自我感情 として孤独感 (ひとりば

っち｡きみしかったです 9/4),不機嫌 (6/16),

楽 しさ (4/21)や悲しさ (10/29),恥 じ(4/15),

不安 (4/16),不満,競争心 (8/30),自慢,意

向 (-したい),プライド(6/24)などが,他者

感情 としては好意 (1/29),批判 (5/12,7/19),

謝意 (10/5),励まし (7/12,ll/10)などが認

められる｡

8. その他の領域

二年時に,天気予報や, 日付 ･曜 日などの時

間に関する興味が膨らみ,三年時になると,西

暦年にも興味を示す(例 :学校に行ったっけね,

1993年って書いてあったの 1/22)｡また,四年

時には,計算 (掛け算,割 り算)や漢字への興

味が深まり,漢字でどう善 くの ?という質問が

多くなる｡なお,これら以外にも,絵本,昔話,

サッカーなど,D君が実に多くのことに対して

興味を膨らませながら四年間を過ごしているこ

とが,連絡帳からうかがわれた｡

一方,表 8に見るように,三年 ･四年生時に

おいて,自分の行動 も含めて(4年 7/14),様々

なことがらに対する認識が豊かになっているよ

うである｡また母親は,四年時の 1/25に,隣に

じっと座って老人にあや とりを教えてもらって

いるD君について,｢教えてもらうことに素直

に従えるようになった｣と記している｡例えば

｢教えてもらうと,自分のできることが増える｣

というように,教わることの意味をD君なりに

理解 しつつあったということであろう｡あるい

表 8 認識 (自己認識 ･他者認識を除く)

(三年〉

4/30お母さん あした学校は休みなんだって,先生が言ってたよ｡緑の日なんだって0

6/27 (｢学校って何をする所 ?｣)勉強 I

ll/16(しりとりで母親が ｢ろうまじ｣と言うと)じん ぐうてるお--かいじゅうたちのいるところ,だろ･･-･モー リスセン

ダ ノクだろ｡(注 :神宮輝夫は,センダック著の ｢かいじゅうたちのいるところ｣の訳者)
ll/18 (しりとり:母親が ｢かんじ｣と言うと)じんぎ (注 :絵本 ｢サーカスのライオン｣のらいおん)
1/26 (枝 と葉っぱがついたミカンをいただいて)お母さん,みかんって木になっていたんだ !にいちゃん,知ってた ?み
かんって木になってるんだよ｡

(四年)

5/22ボールは足の広いところで蹴るんだよoドリブルも- ッデイングもあるんだO(サッカー用語がたくさん出てくるよう

になった｡by母親)
5/27 (季節をしっかりとわかるようになって来た)
6/21 (サッカー)11人でやるんだよ｡スローインはこうするんだ｡
6/22 (学校のプール)横からも上からもシャワーが出るんだよ

7/14 (水泳)まずもぐって,それから泳いで,向こうの岸にタッチしたらまたもどってくるんだよ｡
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は,自分が興味をもつことが上手にできる人に

対して,尊敬心のようなものを抱けるようにな

ったということかもしれない｡

9. ま と め

以上のように,本研究では,これまで特定領

域との関連でのみ,また健常児との比較におい

て横断的にしか明らかにされることのなかった

ダウン症児の内面について,一人のダウン症児

についてではあるが,連絡帳に母親が記した言

葉を手がか りとして多面的かつ発達的に捉える

ことができた｡

このことは,言葉を手がか りとしての内面解

釈が筆者の主観によらざるを得なかったこと,

言葉を手がか りとして解釈 した内面が,D君の

実際の内面と必ずしも一致しない場合があった

かもしれないことなど,今回用いられた方法に

はいくつかの問題が含まれていたにもかかわら

ず,それが内面を発達的に把握するための一つ

の有効な方法になり得ることを示唆している｡

筆者は今後,小学校高学年をへて思春期に入

っていく中で,今回明らかにした領域はもちろ

んのこと,例えば価値観などの,今回捉えられ

なかった領域についても,どのように形成され

ていくのか,またそれらの形成に種々の要因(義

護学校 と普通学校の経験の質の違い｡親の関わ

りかたなど)がどのように関係 しているのか,

明らかにしたいと考えている｡ちなみに,D君

は,｢自分 と同じ顔の人｣としてダウン症児を感

じているが,これは,自己のダウン症 という障

害の認識の第一歩と言えるかもしれないoまた,

障害児 ･者による地域的活動-の参加や,自宅

の子ども文庫を訪れる別のダウン症児との出会

いを通して,D君は自己の障害をどのように認

識し,またそれを乗 り越えていくのであろうか｡

また,D君自身は,どのような障害児 (者)観

を形成していくのであろうか｡このような問題

の検討も含めながら,D君の内面形成をこれか

らも引き続き追究していくうえで,母親が書き

続けている連絡帳を今後も見せていただき,そ

こに記されたD君の言葉を分析することは,や

はり欠かせないであろう｡

一方,D君のどの内面領域も,一年生から突

然形成され始めたわけではなく,既に就学前に

おいてその形成はある程度進んでいたはずであ

る｡その過程を捉えるうえで,幼稚園で用いら

れた連絡帳の分析が役立つであろうQ

ともあれ,本研究の結果は,子どもの言葉に

ついての詳細かつ正確な記録の積み重ねが,そ

の内面のありようや発達を把握するのに役立ち

得ること,その貴重な手がかりとなり得ること

を,示唆している｡このような積み重ねは,敬

育実践上 も重要なことであろう｡

今 日,ダウン症児が受ける経験は,子どもに

より実に多様である｡ちなみに,D君の内面の

発達には, 日常生活における経験の豊かさが大

きく関与していると思われる｡そして,その豊

かさをもたらすためにもっとも大きな力を発揮

していたのは,母親である｡母親は,D君が幼

いころから,D君がたくさんの絵本やその登場

人物と出会えることや,｢教えること｣よりは｢一

緒に楽しく遊ぶこと｣を心がけている｡自分の

家を子ども文庫 として開放したことで,D君が

近所の子どもたち (クラスメー トを含む)や大

人と関わる機会が豊富にもたらされている｡各

学年の始め,｢障害児は初めて｡しかも排椎の処

理に問題があるダウン症児では-｣ということ

で戸惑う担任に,D君のことをそれまでの育ち

も含めてしっか り伝えることで安心感を与えて

いる｡また自分の考えや悩みを素直に打ち明け

ることで,担任自身もまた親に心を開いている｡

こうして,学校生活を通してのD君の内面発達

にとりきわめて大切な親 と教師の信頼関係を築

くべ く努力したのも,母親であった｡

一方,ダウン症児の中には,専門的な療育経

験はたくさんあるものの地域での経験(例えば,

友達 との遊び｡買い物)や親 との楽しいや り取

りがきわめて乏しい子どももいる｡学校 と家庭

以外に,友達の家に行ったり,地域的活動 (例

えば,おもちゃBil書館や公民館主催の青年教室)

に参加 したりする機会がまったくないダウン症

児もいる｡このように様々な生き方,経験の仕

方をするダウン症児たちについて,その内面の

形成にどのような違いが認められるか検討する
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ことも,ダウン症児,さらにはダウン症児を含

む精神遅滞児-の援助や教育,福祉の在 り方を

考える上で欠かせないだろう｡

ⅠⅤ.結 語

本研究では,学級担任 との連絡帳に母親が記

した子どもの言葉を手がか りとして,ダウン症

児における内面の発達を明らかにすることを試

み,その結果,小学校一年生から四年生までの

四年間における一人のダウン症児の内面 として

自己統制, 自立, 自己認識,計画,他者統制,

他者認識,感情などの領城を捉えることができ

た｡また,それらの領域について,以下のよう

な発達傾向を認めることができた｡

自己統制において,一年時には(彰負の感情を

自ら乗 り越えようとする自己統制,(診自分の成

長についての認識に支えられた自己統制,(診行

動の判断を他者に委ねようとする言わば他律的

な自己統制が既に認められ,二年時には,それ

らに加えて④他者を意識した自己統制が認めら

れたOさらに三年時には,G)したい行動を先延

ばしして別の行動に取 り組 もうとする自己統制

と⑥遊びのルールに従お うとしての 自己統制

が,そして四年時になると⑦役割を意識した自

己統制が,それぞれ新たに認められた｡

自立については,一年生の時には母親を自分

から遠ざけようとしたが,四年生時には,一人

で留守番をできたり,母親から自分が離れよう

としたりするようになっていた｡

自己認識は,四年間に,生活の振 り返 り,成

長の意識, 自己評価,時間軸-の自己の位置づ

け,自己の命名,自己の社会的位置の認識, 自

己の思考の自覚などが認められ,また生活の振

り返 り,自己評価には,四年間における変化 も

確認できた｡

計画については,学年を経るにつれて,時間

的により先のことまで,またよりこまやかに見

通 しだてて,計画することが可能 となっていた｡

他者統制に関して,三年,Pq年になると,一

方的な要求だけでなく,相手の決定権を尊重し

た提案が多く見られるようになった｡

他者認識として,四年間に,他者の生活の振

り返 り,他者評価,他者間の比較 ･評価,他者

間の関係認識,他者の行動の理由の詮索,自他

の関係認識が認められた｡

感情は大きく自我感情 と社会的感情 (主に,

他者に関する感情)に分けられるが,四年生の

時点で,自我感情として孤独感,悲しさ,恥 じ,

不安 (4/16),競争心, 自慢,意向 (-したい)

などが認められた｡他者感情 として励まし,批

判,謝意などが認められた｡そして,双方の感

情が一年生以降豊かに分化 ･発達 していること

も確認できた｡

また,本研究で用いられた研究法の有効性が,

ダウン症児の内面に関する今後の研究課題 とと

もに論 じられた｡

謝辞 :障害をもつ子どもにとり,豊かな生活,

豊かな発達 とはどういうものか, という問いへ

の答 となりうるような示唆をいつ も与えてくれ

るD君,そして,子どもの内面把握 という方法

的にも困難な研究テーマ-の筆者の取 り組みの

ために連絡帳 を快 く貸 して くださったD君の

お母様に,心から感謝します｡
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